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･･･字が大きめ ･･･中高生にも ･･･図・写真が多い 

若者言葉に耳をすませば 

山口仲美 著 

講談社 1470 円 (0011469740) 

若者言葉の特色や使われる背景を探り、大人と若者の架け橋になるような 

本を作りたいと考えた著者。自ら司会をし、若者言葉をテーマに大学生と中高 

年それぞれの座談会を開いた。その模様と、データを取り混ぜた解説により若 

者言葉の本質に迫る。著者のあたたかな人柄もあり、双方とものびのびと本音 

を語る様子がほほえましい。中高年の言葉にあこがれているといった、意外な 

若者たちの一面も紹介されており、楽しく読めて理解が深まる一冊。 〔814〕 

ジャンル ： 現代社会を見つめる 

闘う物理学者! －天才たちの華麗なる喧嘩－ 

ジャンル ： 知識・教養を深める 

科学作家として著名な著者が、物理学をよく知らない一般読者向けに物理学 

者を楽しく紹介する。物理学者同士の対立、社会や差別との闘いなどを通して、 

天才たちの素顔に迫る。湯川と朝永のライバル関係や、ガリレオの宗教世界と 

の対立といった数々のエピソードには人間らしさがあふれている。また、量子力 

学の実証論と実在論の説明に宝くじを例にあげるなど、理論の解説もわかりや 

すく、物理学を身近に感じることができる。 〔420.2〕 

竹内 薫 著 

日本実業出版 1680 円 (0011467049) 

円満字二郎 著 

吉川弘文館 1785 円 (0011500237) 

戦後、使用できる漢字を 1850 字に制限する「当用漢字表」が告示された。そこ 

で様々な事件が巻き起こる。新聞社には題字の「新」に横棒が一本多いとの投書 

が殺到。新宮「徳仁」の読み方に国民は戸惑い、皆が読める平等か、個性を表現 

する自由かで、意見は真っ二つに割れた。昭和の社会を揺るがした様々な「漢字 

事件」は、「自由と平等の矛盾の相克」の現れであったと著者は分析する。当用漢 

字がもたらした悲喜劇から、戦後を読み解く。 〔811〕 

ジャンル ： 歴史・文化に親しむ 

平成 20 年１月号 

大阪市立図書館 「あなたにこの本を！」選定委員会 

昭和を騒がせた漢字たち －当用漢字の事件簿－



秋田麻早子 著 

バジリコ 1575円 (0011498975) 

自称「考古学界の隠れアイドル」で、古代美術を研究していた著者が、より多くの人に考古学に興味を 

もってもらおうと書いたのが本書。発掘の手順や、「ツッコミどころ満載」の出土品、「脱力ユル系」のかわ 

いい古代文字の読み方などが、イラストを交えて面白く解説されている。基本的な知識からマニアックな話 

題まで、楽しみながら知ることができ、考古学に興味がない人でもこの不思議な世界をのぞいてみたくな 

る。 〔202.5〕 

熊谷真菜 著 

朝日新聞社 777円 （0011494012） 

たこ焼き、うどん、おやきなど、粉から作られる食べものを「粉もん」という。日本コナモン協会会長の著 

者が、各地の様々な「粉もん」の紹介や、粉食が一般に普及した歴史的背景など、日本の粉食文化につ 

いて語る。地元の食材を活かしながら、各地で独自の発展を遂げた「粉もん」の多様性には驚かされ、豊 

かな日本の食文化の一面を知ることができる。巻末に「粉もん」系統図、全国マップ、石器時代からの関連 

年表などを収録。 〔383.81〕 

沖浦和光 著 

文藝春秋 788 円 (0011478105) 

かつては香具師(やし)や旅役者の一座など、流浪しながら生活をする人々の姿が日本各地で見られた。 

こうした人々は町や村を巡り、四季折々の祭礼や時節を演出してくれる貴重な存在であった。本書は、実 

地調査などによって彼らが歴史の中で果たした役割を考察し、収集した希少な記録を基にして、失われた 

民俗を掘り起こした労作。遊芸民たちがいきいきと活動していた時代を記憶する著者の深い愛惜の念が 

伝わってくる。 〔384.3〕 

片野ゆか 著 

新潮社 1470円 (0011502322) 

ちまたではダイエット食品の広告があふれ、雑誌では常に特集が組まれている。そうした多数の雑誌特 

集に携わった著者だからこそわかる、ダイエットの不思議。本書では「ダイエットはどこからやって来たの 

か」、「どんなカラダになりたいのか」、といった素朴な疑問を軸にその不思議を解明していく。マネキンの 

体型変化から、理想体型の変遷を追うなどその切り口は多種多様。各方面への取材を重ね、１kgの変動 

に一喜一憂するダイエットの正体に迫る。 〔595.6〕 

横石知二 著 

ソフトバンククリエイティブ 1575 円 (0011480329) 

著者が農協職員として赴任した徳島県上勝町（かみかつちょう）は高齢化が進む町だった。お年寄りや 

女性にもできる仕事がないかと考えた彼は、葉っぱや花を「つまもの」として商品化する。全く売れなかっ 

た葉っぱビジネスは、商品改良や販売経路の開拓により、年間２億６千万円を売り上げるまでに成長した。 

地域の資源を活かし町おこしにつなげた上勝町のアイデアをまとめた本書には、過疎化など現代日本の 

問題を解決するためのヒントが詰まっている。 〔602.1〕 

掘れ掘れ読本 －考古学ギョーカイと発掘の愉快なお話－ 

旅芸人のいた風景 －遍歴・流浪・渡世－ 

ダイエットがやめられない －日本人のカラダを追跡する－ 

そうだ、葉っぱを売ろう！ －過疎の町、どん底からの再生－ 

ジャンル ： 現代社会を見つめる 

「粉もん」庶民の食文化 

ジャンル ： 歴史・文化に親しむ 

ジャンル ： 暮らしにうるおいを 

ジャンル ： 知識・教養を深める 

ジャンル ： 暮らしにうるおいを


